第4巻第26課

第26课　応援
目標

	日本語学習目標

・ゲームや試合の結果を言うことができる。

・応援に対する感謝の気持ちを言うことができる。

・仲間を励ましたり、応援したりすることができる。
・応援に対する感謝の気持ちを言うことができる。
文化・人間関係目標

・紙相撲を体験する。

・サッカーを例として、スポーツによる友好交流、スポーツによって生まれる人と人とのつながり、結びつきについて考える。


主題場面（主题场面）
●制作意図＆授業のヒント

・美佳たちがおそろいのTシャツを着て、サッカーの試合の応援をしている場面をとりあげた。応援に関する質問を通して、トピックを導入しましょう。

　　　質問例　○　美佳たちは何をしていますか。

　　　　　　　○　どんなことばで応援をしていると思いますか。

○　あなたは普段応援をしますか。いつ、どうやって応援をしますか。

学習活動（学习活动）
応援

	活動のねらい

	・ゲームや試合の結果を言うことができる。

・応援に対する感謝の気持ちを言うことができる。

・仲間を励ましたり、応援したりすることができる。

・応援に対する感謝の気持ちを言うことができる。

	技能
	言語材料

	聞く

話す
	読む
	書く
	表現
	語彙

	○
	
	
	がんばって！／負けるな！／ファイト！

やった！／勝った！／負けた。

みんな、がんばったね。

―みんなの応援もすごかったよ。

応援、ありがとう。
	


●活動内容

・1　普段友達と遊んでいるとき、応援したり、応援されたりした経験や心境を話す。

・2　腕相撲、ボール送り、風船バレーをする。見ている人は日本語で応援をする。

●制作意図＆授業のヒント

・実際に遊びの中で日本語を使って応援をすることを目指しています。腕相撲、ボール送り、風船バレーは教室でもできて、応援を伴う活動です。これらの活動にとらわれず、ほかの遊びやスポーツで応援をしてもいいかまいません。

・ボール回しはボールを前の人から後ろの人にまわしていき、速さを競うものです。全員で一斉にボール回しをすると、応援する人がいなくなってしまいますから、チームを半分にわけて一方がやり、もう一方は応援する形にするといいでしょう。教室でやる場合は、机と机の間のスペースを利用するといいでしょう。

・だれかを応援したり、だれかに応援されたり、応援に感謝したりすることは人間関係を紡ぐことにつながります。応援に関する日本語の表現にのみ注目するのでなく、友達を応援することや友達から応援をされるときの心境や効用についても注目させましょう。

●補足説明

なし

応援の横断幕、旗、看板をつくろう

	活動のねらい

	・仲間を励ましたり、応援したりすることができる。

	技能
	言語材料

	聞く

話す
	読む
	書く
	表現
	語彙

	
	
	○
	がんばれ！／ファイトだ！／目指せ優勝！／必勝！／勝つぞー／一致団結／勝利
	


●活動内容

・応援のための横断幕や旗や看板を作る。

●制作意図＆授業のヒント

・応援は口頭だけでなく書いたものでもできます。この活動では、実際に日本語を使って横断幕や旗や看板を作って応援をしてみましょう。

●補足説明

・P90の写真は、日本の中学校で運動会用に作られた横断幕です。クラスごとに作られています。

・P90に「勝つぞー」と書かれた横断幕の写真があります。「勝つぞー」について、本来は「勝つぞ」ですが、実際の発話では大人数でいっせいに力を込めて言うとき語尾が長くなることがあります。その長めの語尾を表すために「－」を使っています。（正式な表記法ではひらがなに長音記号「－」は使いませんが、漫画などでは多用されていて、それがこのような横断幕などにも使われるようになってきています。）

コラム（专栏）

スポーツ

	目標

	・サッカーを例として、スポーツによる友好交流、スポーツによって生まれる人と人とのつながり、結びつきについて考える。


●制作意図

・この課のトピックは「応援」です。美佳たちは漫画の中でサッカーの応援をすることで仲間の絆を強め、王と姜も試合の中でお互いを認めあいます。このようにスポーツには、人と人をつなぐ力、人と地域をつなぐ力があります。そこでこの課のコラムでは、スポーツに様々な角度から焦点を当てることにしました。

　◇気付かせたいポイント

　　・好きなスポーツと地域性（地理、気候）の関係

　　・スポーツによる国際交流・友好交流

　　・スポーツと地域の結びつき

●授業のヒント

・漫画のストーリーを思い出しながら、自分たちの学校ではどんなスポーツ関係の活動があるかを話します。それから、クラスメートはスポーツが好きか、どんなスポーツが好きかを調査してみましょう。その理由についても同時に調べるといいでしょう。そして、①のグラフを見て、世界の国ではどんなスポーツに人気があるか、どうしてそのスポーツが人気があるのかを考えてみましょう。また、中国ではどんなスポーツに人気があるか、それはどうしてかなどを考えさせてもいいでしょう。

・生徒に何かのスポーツの国際試合を実際に見たことがあるか、聞いてみましょう。もし、見たことのある生徒がいたら、そのときの様子や印象、感想などを共有してもらいます。もし、見たことのある生徒がいなかったら、テレビで見たことがあるか、そのときの印象や感想などを共有してもらいましょう。北京オリンピックのことを取り上げてもいいでしょう。②のコラムを読んで、同じような印象を受けたかどうか、逆にマイナス面を感じたことがあるかなど、スポーツと国際関係、スポーツによる国際交流について、自由に意見を交換することができます。

・生徒に、サッカーが好きか、好きな場合はどのチームを応援しているかを質問します。地元にあるチームを応援している人、強いチームを応援している人が多い可能性があります。③の横浜F.マリノスの写真と活動を紹介しながら、スポーツと地域の結びつきについて考えてみましょう。

●補足説明

・P92のグラフから、国際的な試合で結果を残しているスポーツが人気である傾向（日本の野球やフィギュアスケート、ドイツ、イギリスのサッカーなど）、寒い地域ではスキーなどのウィンタースポーツに人気があること（ドイツ）、植民地時代に伝えられたスポーツが根強く人気があることなど（オーストラリアのクリケットなど）が分かります。
・日本の第5位に入っている「K1」というのは格闘技のイベントで、空手やキックボクシング、カンフーなどの立ち技を中心とする格闘技の世界1を決めようというコンセプトで1993年に始まりました。　　　　　　　　

参考：http://www.k-1.co.jp/jp/what/index.html
・③で紹介されているとおり、2011年3月現在、日本にはプロのサッカーチームが36チームあります。それぞれにホームグラウンドがあり、地元ではさまざまな活動をしています。例えば、横浜マリノスはP93の左下の写真にもあるとおり、地域の幼稚園は小学校を回ってサッカー教室を開いたりするほか、地域で開かれるイベントにチームキャラクターやスタッフが参加したり、食育プロジェクトとしてスポーツと栄養に関する情報を子どもたちや地域の人に伝えたりしています。第3巻P113の地図には「マリノスタウン」が載っていますが、ここにはチームの練習場のほか、練習を見学できる施設、お店などがあり、イベントなども開かれていて地域の人との交流に役立っています。

　参考：地域との連携  http://www.f-marinos.com/category/hometown.html#hometown
　　　  マリノスタウン  http://www.f-marinos.com/marinostown/
・日本ではサッカー以外に野球もスポーツと地域の結びつきが見られる。日本にはプロの野球チームが12球団あり、それぞれ、ホームとなる都道府県が割り当てられている。

日本語広場（日语广场）
紙相撲
	目標

	・紙相撲を体験する。


●制作意図

・日本の遊びの中から、だれもが簡単に参加できて、応援が伴う紙相撲を取り上げました。紙相撲は体力ではなく、力士の作り方や土俵のたたき方によって勝ち負けが決まります。ですから、だれもが活躍できる可能性を持った遊びです。

●授業のヒント

・生徒それぞれが力士を作って、トーナメント形式で戦ってみるとおもしろいでしょう。

●補足説明
参考ホームページ

○冗談法人日本紙相撲協会

下のHPからP91に掲載した力士の型紙が印刷できます。

http://www.geocities.jp/goldandbook/kamizumou/sakusei4.html
○キッズ@nifty　

子供向けのホームページで、紙相撲の型紙がダウンロードできます。

http://kids.nifty.com/handmade/paper/event/11/index.htm
考えてみよう・言ってみよう（想一想 说一说）
●制作意図＆授業のヒント

・「説一説！写一写！」では、イラストの人物の気持ちに即した表現を言ってみたり、横断幕に書いてみたりしましょう。音声はCDで確認することができます。

●補足説明
参考回答

说一说！写一写！

上段　応援の言葉：がんばれ！ファイト！負けるな！　

横断幕の言葉：がんばれ！一致団結　など

　　　下段　勝った！

負けた！

応援ありがとう。
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